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柱 取組内容 進捗状況(年度途中) 年度末まとめ
(やってみてどうだったか、来年度以降どうしていくか) 完了／継続

2

＊子どもの学びへの能動的な貢献
▮継続
【学校との協働活動】
・蒜山校地に限らず地域の学校との連携し図書館の魅
力アップを検討して行く。
・学生の意見を取り入れた学習室などの改良・改善、
ティーンズコーナーや雑誌などの見直しを行って行く。
▮新規
乳幼児の親子を対象としたイベントの開催。

・七夕イベント(7-8月)「天の川をつくろう」
蒜山地域内の小中学校4校に協力していただき開
催。各学校に配った星型の紙にお願いごとを書いて
もらい、図書館前の壁面に大きな天の川を作った。
・学習室・ティーンズコーナーの改良・改善
レイアウトの見直し、変更をした。
・乳幼児の親子対象のイベント
毎月開催している。合わせて出張カフェの出店もあ
り。

・七夕イベント
各学校から回収後(壁面設置後)にも、保護者と見に
来たり、追加で記入する生徒も多かった。意外に中学
生・高校生が参加してくれた。

・乳幼児の親子対象イベント
毎回参加してくれる親子もいる。継続していきたい。

　　蒜山　　　図書館
Ｒ5年度

1

＊公共図書館としての存在基盤の整備
▮継続
【来て見て楽しい図書館への取り組み】
①館内デコレーション・POP等展示の充実
　・月例展示・デコレーションは今後も継続充実させる。
　・利用者参加型展示（工作やミニゲーム）が好評で
今年度も定期的に開催する。【そ】

・館内デコレーション、POP
季節や行事ごとに入れ替えて飾りつけをしている。
・展示
毎月入れ替えて展示をしている。展示の場所を増
やした。
・利用者参加型展示
季節に合わせて設置している。

・館内デコレーション
子どもから大人まで、声をかけてもらうことも多い。(感想
や作り方を聞かれたりなど)今後も継続していく。
・展示
久世図書館から借受・展示していた本の利用が多かっ
た。今後も他館からまとまった冊数の本を借りて展示す
ることを検討中。

3

＊地域資源の再評価と新たな価値の創出
▮継続
【図書館そだて会議の開催】
・現在はそだて会議外で日常的に直接要望を伝えられ
る場合が多い。そういった常連の方を中心に呼び掛け、
参加者同士の意見交換ができる場にしたい。

・図書館そだて会議の開催
R6.2.8(木)開催

一般参加者10名、図書館5名(蒜3,中2)
・R5年度開催行事報告
・図書館アンケート結果報告
・来年度の取り組みについて(意見交換・アイデア出し)

決定事項
・そだて会議参加者を講師として、R5年3月にイベント
を開催(羊毛フェルトを使ったオーナメントづくり)
・一箱図書館の実施(初代館長をそだて会議参加者
で行う)

4

＊知的探究に応えるコンテンツ戦略
▮継続
図書館講座
・前年度好評だったものを中心に、多くの人が参加でき
やすい講座を開催する。【そ】

・上映会(8月、２月)
・サマースクール(7月)
・草木染め教室(11月)
・UVレジン教室(12月)

・アロマハンドクリームづくり(3月予定)

UVレジンは利用者からのリクエストで企画。
草木染めでは、完成した作品を図書館に展示。イベン
トをも含め好評だった。

今後も市民の意見を取り入れながら企画・開催してい
きたい。

5

＊市民が繋がる地域交流拠点創出
▮継続
【幅広い参画による図書館の魅力づくり】
①市民参加による協働活動
・ボランティアは順調に増えている（3グループ）ので参
加者（客）の増加を目指す。
・時間・曜日を固定し地域の人へ広く告知して行く。
【そ】
☆新規
定例のおはなし会以外でのイベントをボランティアと協力
して行う。

・図書館ボランティア
おはなし会、昔ばなしの語り
　毎月開催
　ボランティア人数など変更なし。

おはなし会以外でのイベント
　乳幼児向けのイベントへの協力(みるく)
　昔あそび&昔話イベントへの協力(おきなぐさ)

おはなし会は、参加者に合わせて時間の
見直しを検討中。

定例のおはなし会以外でのイベントで紙芝居や昔ばな
しの語りをお願いしたところ、参加者も多く賑わった。
今後もボランティアのみなさんと協力しながらイベントを
開催したい。


